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「日本にもっと良質な木造住宅を」という命題を掲げ、パートナー企業様とともに、高耐震かつ良質な住宅ストックの
形成を目指すSI事業。
そのSI事業の「ダイレクトジョイント構法」がさらにパワーアップしますので、概要をご紹介します。



１つめのポイントは「高強度耐力壁」 
DJ構法に壁倍率7.3の耐力壁を導入します。



在来木造の一般的な面材耐力壁では壁倍率3.7、比較的強い耐力壁でも壁倍率4.3程度ですが、はるかに強度の高い、壁
倍率7.3を実現しました。



この技術は2025年の法改正を視野に、1年半をかけて実験等を行って開発したもので、ダイレクトジョイントによる強い
接合や施工精度の高い基礎があるからこそ実現したものです。



また、床や屋根についても剛性をアップ。
建物全体の強度をバランスよく向上させ、耐震性と間取りの自由度をより両立しやすくします。



ＢＣＪ評定も取得していますので、この新技術は全国で採用いただけます。



これらの対応により
・様々な間取りで耐震等級３の対応がしやすくなる
・南面にたくさんの窓を配置できる

といった大きなメリットをお客様に訴求できます。



例えば、一般的な在来木造で壁倍率3.7の耐力壁で構成した場合、
4枚の耐力壁が必要で窓が1つしか配置できませんが



DJ構法の高強度耐力壁であれば、半分の壁量で同等の耐震性を確保できるので、よりたくさんの窓を配置することがで
きます。また、一般的には採用できない、幅455㎜の耐力壁も用意しているので、より細やかな間取りの提案がしやすく
なります。



2つ目のポイントは「軸高アップ」
DJ構法の軸高を１階100ミリ、２階150ミリアップさせます。
これにより、天井懐の寸法を拡大するので、厚みのある断熱材の配置や換気設備や配管の設置が対応しやすくなります。
また、１階の天井高は2500㎜まで対応が可能となります。



これら新しい要素の訴求を後押しするために、販促ツールも刷新します。
ひとつめはテクニカルガイド。
「ＤＪ構法の耐震性」と「積水ハウスブランド」をテーマに、ダブル表紙の構成となっており、基礎ダイレクトジョイ
ントや積水ハウス建設による高精度の基礎等のメリットはもちろん、幅4.5Ｍの大空間や高強度耐力壁によるプランの自
由度も訴求できます。



例えば、一般的には幅3.6Ｍのﾘビングが、ＤＪ構法では4.5Ｍのワイドリビングにできることをビフォーアフター形式で
比較するなど、分かりやすく表現しています。



ふたつめは、ＤＪ構法だからこそ実現できるコンセプトプラン集
「ＷＩＤＥ ＬＩＶＩＮＧ ＰＬＡＮＮＩＮＧ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ」です。



幅4.5Ｍのワイドリビングや高強度耐力壁のメリットを中心に子育て期の家族に人気の要素を取り入れた間取りを10プラ
ンご用意しています。
もちろん、全て耐震等級３を満たす間取りとなっています。



最後に今回のバージョンアップに伴う対応とスケジュールの紹介です。
高強度耐力壁やそれに伴う部材は1月8日発売です。
個別物件の出荷時期等の詳細につきましては、弊社担当窓口までお問い合わせください。



続いて、設計基準の改定についてお知らせします。



ＤＪ構法の用途の対応範囲を拡大します。
今までは専用住宅のみとなっていましたが、「一定条件を満たす併用住宅」も対応可能とします。

その他、屋根形状などの具体的な指示方法や現場での外壁や梁等への穴あけ基準、省令準耐火仕様の際にＤＪ構法で必
要となる対応項目、軸高アップに伴う矩計図も更新しております。
詳しくはＤＪ構法躯体設計基準を参照いただき、是非ご活用下さい。



DJ構法バージョンアップについての紹介は以上となります。

「日本にもっと良質な木造住宅を」
皆様にさらなる安全・安心をお届けしたいー
私たちの挑戦はまだまだ続きます。
ご期待ください。
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